
第
２
回
「
文
芸
思
潮
」
短
歌
賞
　
中
間
発
表

●
第
２
回
「
文
芸
思
潮
」
短
歌
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
一
一
四
人
総
数
ニ
ニ
六
編
の

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
一
月

三
一
日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を

行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通

過
者
で
す
。

◎	

ゴ
ル
ビ
ー
長
田

◎	

柊　

二
郎

◎	

東
家
芳
寛

◎	

坂
井　

傑

◎	

風
森
漣
翠

◎	

岩
谷
隆
司

	

一
本
槍
満
滋

◎	

朝
生
そ
の
子

◎	

野
月
真
人

◎	

尾
内
甲
太
郎

	

寛

〇	

小
竹　

哲

◎	

新
井
巳
喜
雄

◎	

愛
闘
希

◎	

島
田
和
生

◎	

廣
島
佑
亮

◎	

安
野
た
か
し

◎	

瀬
戸
内　

光

◎	
岡
崎
佐
紅

◎	

関
口
智
子

◎	

多
治
川
紀
子

◎	

米
長　

保

◎	

川
野
忠
夫

◎	

佐
藤
優
羽

◎	

山
野
さ
く
ら

	

安
部
あ
け
美

◎	

風
間
洋
平

◎	

樋
口
敏
子

◎	

山
水
文
絵

◎	

田
浦
チ
サ
子

◎	

松
本
達
雄

	

強
瀬
忠
昭

◎	

秋
本　

哲

〇	

後
藤
瑞
義

◎	

華
央
子

◎	

三
觜
文
子

〇	

幸
さ
く
ら

〇	

鎌
田　

誠

〇	

松
本
侑
子

◎	

辻
花
ひ
ろ

〇	

水
清
本
俊

◎	

萩
原
房
子

◎	
安
藤
直
彦

	
遠
藤
玲
奈

	

樋
口
貴
恵

〇	

髙
橋
温
子

〇	

坂
本
忠
賢

◎	

平
尾
三
枝
子

〇	

矢
野
妙
子

◎	

徳
永
逸
夫

◎	

独
活
山
強
実

◎	

葵
井
禎
子

◎	

山
本　

明

◎	

白
藤
巳
玲

◎	

溝
口
悦
子

〇	

暁
夏

◎	

上
久
保
み
ど
り

◎	

藤
原　

靖

◎	

夏
井
寛
治

◎	

松
下
二
三
夫

〇	

松
下
純
子

◎	

近
藤
國
法

〇	

木
村
洋
司

◎	

芍
薬

	

野
村
未
知
子

◎	

日
野
正
美

〇	

中
村
智
代

◎	

森
山
緋
紗

◎	

萱
島　

享

◎	

愛
未
里

	

久
保　

覚

◎	

川
村　

栄

◎	

石
井
和
子

◎	

杏
藤　

伶

◎	

佐
々
木
伸
彦

◎	

内
山
淨
子

◎	

緋
沙

◎	

渡
良
瀬
愛
子

◎	
前
田
達
生

◎	
海
神
瑠
珂

◎	

河
野　

計

◎	

船
岡
房
公

◎	

町
田
千
佳
子

◎	

住
吉
和
歌
子

〇	

正
岡
茂
吉

◎	

石
吾
弓
子

◎	

原
氷

◎	

外
山
寛
子

◎	

田
和　

明

◎	

下
村
き
よ
子

◎	

小
林
捷
恵

◎	

石
田
正
流

◎	

柄
摩
く
べ
る

	

長
友
重
樹

◎	

石
田
真
一

◎	

原
比
呂
子

	

畑
人

◎	

矢
尾
板
素
子

◎	

田
中
妙
子

◎	

鹿
島
よ
し
子

◎	

紫
こ
と
は

◎	

野
中　

暁

◎	

木
蓮

◎	

真
岡
甚
一

〇	

希
土
る
る

◎	

大
川
智
子

	

渋
谷
史
恵

	

Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ

◎	

柳
風
亭
清
三

〇	

東
風
め
か
り

◎	

髙
橋　

良

◎	

麗
華

が
囁
か
れ
る
昨
今
、
私
は
だ
い
ぶ
前
か
ら
「
編
集
者
不
要
論
」
を
唱
え
て

い
た
。
編
集
者
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
イ
マ
イ
チ
わ
か
ら
な
い

し
、
作
品
作
り
で
は
「
助
か
っ
た
」
と
い
う
経
験
よ
り
も
、
足
を
引
っ
張

ら
れ
た
記
憶
の
方
が
遥
か
に
多
い
。
さ
ら
に
わ
か
ら
な
い
の
が
、
作
品
が

没
に
さ
れ
る
と
き
、
何
故
か
編
集
者
の
方
が
ド
ヤ
顔
で
、
作
家
の
方
が
ペ

コ
ペ
コ
し
な
が
ら
「
駄
作
を
書
い
て
す
み
ま
せ
ん
」
と
謝
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
相
手
都
合
で
没
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
謝
る
の
は
編
集
者
の
方
で
は

な
い
の
か
？　

不
要
だ
な
、
こ
い
つ
ら
。
い
な
く
な
れ
。
と
胸
の
内
で
舌

打
ち
を
し
つ
つ
、
平
伏
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
時
代
の
方
が
遥
か
に
進
歩

し
て
し
ま
い
、
編
集
者
ど
こ
ろ
か
、
出
版
社
が
不
要
に
な
る
兆
し
だ
。

　

こ
う
い
う
話
を
す
る
と
「
い
や
い
や
、
紙
の
本
は
な
く
な
ら
な
い
よ
」

と
い
う
意
見
が
絶
対
に
出
る
。
た
だ
、
私
自
身
は
「
紙
の
本
は
な
く
な
る

し
、
ほ
ぼ
全
人
類
が
動
画
な
り
、
電
子
書
籍
な
り
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク

な
り
、
新
し
い
ツ
ー
ル
の
ユ
ー
ザ
ー
に
変
わ
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
ポ
ケ
ベ
ル
やPH

S

、
ガ
ラ
ケ
ー
が
忘
れ
た
頃
に
廃
止
さ
れ
、

ワ
ー
プ
ロ
が
ポ
メ
ラ
に
変
わ
る
よ
う
な
、
「
え
？　

あ
の
サ
ー
ビ
ス
っ
て
、

ま
だ
続
い
て
い
た
の
？
」
と
思
う
ぐ
ら
い
の
緩
や
か
な
変
化
だ
ろ
う
。

　

漫
画
や
小
説
も
電
子
媒
体
に
移
行
し
て
き
て
い
る
し
、
紙
が
完
全
廃
止

さ
れ
た
と
し
て
も
、
出
版
社
や
編
集
者
、
そ
し
て
書
店
が
消
え
て
な
く
な

る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
書
き
手
が
作
品
の
最
終
決
定
権
を
他

人
に
委
ね
ず
、
報
酬
付
き
の
作
品
を
自
由
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
大
き
い
。

　

読
者
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
私
達
は
日
々
、
本
が
書
け
る
か
ら
だ
。


